青山荘　施設処遇会議①

　　　　　　　　　　平成　18年5月22日（月）

	氏　名
	村上　元道　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和　45年　7月　10日（35歳）


	問題点
	介入方法

	①生活リズムが安定しない。

（就床時間・起床時間が遅い。）
	・本人の話や観察から睡眠状態と気分の状態を把握する。

・時間に遅れずに起床するためのその対処法を一緒に考える機会（面談）を設ける。

・不安な事を本人から話せ、眠りやすい環境作りをする。

・日中の活動と就床時間の関わりの把握をする。

・夜間間食が多い為、間食を止めるように促す。（身体的なことや体重を気にするので関連付けて）

・

	②就労や退所を急ぐ傾向があり、現在の生活に不満がある。
	・急ぎすぎている事を本人に伝え、現在の目標や現在行っていることの評価を行う。

・焦る理由に関して「早く仕事に就いてきたいから」と話し、具体的な理由はない。継続をすることが大切であることを伝え、目標とする。

・青山荘やデイケアで現在行っている活動に対して目標や行いたい事を細分化させる。（デイケアでの活動を一緒に行い助言する。）

	③家族関係の調整
	・現在連絡をとっているのは、姉（長女）、弟（三男）。

・弟からは金銭援助を求められ、何度か金銭を貸していることがあり、生活保護費の使用に関して説明をする。

・姉は「信頼できる相手」と本人にとって頼りとなる人物である。しかし、宗教の信者であり、本人にとって不利益となることも多い。今後大きな支障を来たすようであれば姉との話し合いの場を設ける必要もある。

・父親の借金に関しては触れていない。何らかの行政処置を行っているか確認はしたいが現在のところ触れてはいない。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	入院中平成18年2月10日に青山荘入所。①断薬、②対人関係、③宗教関係、④金銭管理に重点を置き支援する。職員の評価も気にしており、青山荘での新規入所プログラムや青山荘のプログラムには積極的に参加する。しかし、本人が「自分にとって関係のある」と感じたこと以外はあまり聞き入れようとせず、固執した考えを多く持っている。本人との結びつきに関してまず説明する必要があり、その都度説明する。

余暇は外出の機会も多く、入院中から仲の良い入所者と散歩へ出掛けたり、一人でも活発に買い物や外食へ出かけており、楽しみながら過ごしている様子も多く伺える。また、銀行や市役所の利用などは職員同行で手続きの方法などを助言し、一緒に行っており、一度行った事はある程度覚えている。

①現在は自己管理となっており、服用は食堂内で行っている。デイケアも含め一度も忘薬・怠薬はない。

②入所時は「苦手」という人が多く、他入所者との関わりは薄かったが、現在は自分からの話し掛けも多く、自己評価も高い。時折他人を傷つけてしまう発言も聞かれるが、本人は自覚していない。

③以前は、症状も安定していないのに加え、宗教に没頭し、浪費も多く、病状を乱してしまうこともあった。4月に姉から協会へ行くようにと手紙が届いたとのことで青森市にある協会へ行きたいと強く話す。

④金銭の不安が強く、生活保護費受給費の変化に敏感になって気にしている。受給費の変更があると過敏に職員へ詳しく説明を求めてくる。浪費はなく、予定使用金額と大差なく消費している。

また、本人は就労することを大きく意識しており、以前行っていた職親の体験利用まで急いでいる様子

他者と比べてしまう傾向があり、青山荘内では「自分は出来る。」と他人をやや見下してしまっていることもある。自己評価も高く、早く次のステップに進みたいという意向を持っているが、評価もより細かく行い、自己覚知できるように支援していく。


プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　

施設処遇検討会議（施設名）　　　　　　　　　　　　　実施日　平成　18年　5月　22日（月）

	氏　名
	村上　元道
	男・女
	生年月日
	　昭和　45年　7月　10日（　35歳）


	問題点
	評価

	①生活リズムが安定しない。

　（就床時間・起床時間が遅い。）
	・現在入所して3ヶ月が経過し、慣れたことにより青山荘での甘えが生じてきたのではないか？

・就労を目的としていたら現在の生活状況ではいけないということを本人に理解してもらう必要がある。

・就労を現段階から目的とするのではなく、小目標を１つづく設定した方がよいのではないか？

・休日の場合に就寝時間が遅いのであれば、もっと活動を把握して、それに対しての働きかけが必要である。 

	②就労や退所を急ぐ傾向があり、現在の生活に不満がある。
	・就労する目的を明確化し、そのために何が必要で、自分はどれ程の事が出来るかを告知するなど認識させる必要がある。

・年齢の事や生活保護受給ということも踏まえ、焦る理由はあるのでそのことも受容しながら対応する。

	③家族関係の調整
	・自宅で生活している家族に現在の貯金額などをみられると金銭の援助を強く求められる事も考えられるののではないか？

・実家の経済状況に関して現時点での介入することは行う必要性はない。

・宗教関係では、どの様なことで自分にメリットがあるのか、またはデメリットがあるのか考えさせる必要がある。


	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	・本人が考える本人の目標を再確認させ、目標に沿って必要性のあることを挙げていく。そのことへ関連させ、役割や物事の重要性を認識してもらう。

・休日の過ごし方は普段の生活と比べ、就床している時間が長い為、生活リズムや余暇の過ごし方を本人と一緒に話し合い活動する。



	②継続
	・目標を定め、ある程度の期間とその評価する機会を設け、段階的に訓練をする

・他人にも影響されやすく、現段階で一緒に行う事の出来る仲間を見つけていく。

	③継続
	・実家の経済問題に関しては現時点での介入は難しい。本人に負担が及ばないように自宅と連絡をとった際は注意観察する。

・姉からの宗教への誘いが多い場合には姉に対して青山荘入所や本人の目標など関連付け説明を行うことも必要になる。

・金銭や居住場所により青山荘との接点が薄いため、病気に関してや青山荘での活動に関しての知らせ・内容は手紙などを用い配慮しながら提供していく。


	結果

	本人が納得して訓練・生活を営む事が出来るように配慮や説明が必要。また、家族との関わりで本人の精神状態が左右される場合があると考えられるので配慮が必要である。


	会議出席者

	村田I.O.O、清水、小坂、長谷部、佐々木、小田、金澤、山口、山田








